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﹃
太
平
経
鈔
﹄
読
書
会 

⼆
〇
⼆
五
年
⼀
⽉
⼆
⼗
五
⽇(

⼟) 

於
京
都
⼤
学
京
都
⼤
學
⽂
學
部 

担
当
⽇
皇
學
館
⼤
学 

松
下
道
信 

  

﹃
太
平
経
經
鈔
﹄
庚
部
卷
之
七(

涵
七
四
七
︑
葉
⼀
表
第
⼀
⾏
Ộ
葉
⼆
表
第
三
⾏)  

 

︻
原
⽂
︼ 

 
 

 

虚
無
⾃
然
圖
道
必
成
誡 

 

虚
無
者
︑
乃
内
實
外
虚
︑
有
若
無
也
︒
反
其
胞
胎
︑
與
道
居
也
︒
獨
存
其
⼼
︑
懸
⿓
慮
也
︒
遂
爲
神
室
︑

聚
道
虚
也
︒但
與
氣
游
︑故
虚
無
也
︒在
氣
與
神
︑其
餘
悉
除
也
︒以
⼼
爲
主
︑故
得
無
邪
也
︒詳
論
其
意
︑

無
忘
真
書
也
︒
得
之
則
度
︑
世
可
久
游
也
︒
何
不
趣
精
︑
反
與
愚
俱
也
︒
凶
禍
⼀
⾄
︑
被
⼤
灾
也
︒
棄
其
真

朴
︑
反
成
⼟
灰
也
︒
賢
者
⾒
書
誡
之
︒ 

 

︻
校
勘
︼ 

﹃
太
平
経
合
校
﹄
巻
⼀
百
三
庚
部
之
⼀ 

 

虚
無
⾃
然
圖
道
必
成
誡
⽇
太
平
経
作
﹁
虛
⽆
無
為
⾃
然
圖
道
畢
成
誡
﹂
︒ 

 

虚
無
者
︑
乃
内
實
外
虚
⽇
太
平
経
作
﹁
虛
⽆
者
︑
乃
內
實
外
虛
也
﹂
︒ 

 

懸
⿓
慮
也
⽇
太
平
経
作
﹁
縣
⿓
慮
也
﹂
︒ 

 

無
忘
真
書
也
⽇
太
平
経
作
﹁
⽏
忘
真
書
也
﹂
︒ 

 

得
之
則
度
︑
世
可
久
游
也
⽇
太
平
経
作
﹁
得
之
則
度
︑
可
久
游
也
﹂
︒ 

 

︻
訓
︼ 

 
 

 

虚
無
⾃
然
と
道
を
圖
り
て
必
ず
誡
を
成
す 

 

虚
無
は
︑乃
ち
内
實
に
し
て
外
虚
︑有
に
し
て
無
の
若
き
な
り
︒其
の
胞
胎
に
反
り
︑道
と
居
す
る
な
り
︒

獨
り
其
の
⼼
を
存
す
る
の
み
に
し
て
︑⿓
慮
に
懸
く
る
な
り
︒遂
に
神
室
と
爲
り
︑道
虚
を
聚
む
る
な
り
︒

但
だ
氣
と
游
ぶ
の
み
に
し
て
︑
故
に
虚
無
な
り
︒
氣
と
神
と
に
在
り
︑
其
の
餘 

悉
く
除
す
る
な
り
︒
⼼
を

以
て
主
と
爲
し
︑故
に
邪
無
き
を
得
る
な
り
︒詳
し
く
其
の
意
を
論
じ
て
︑真
書
を
忘
る
る
こ
と
無
か
れ
︒

之
を
得
れ
ば
則
ち
度
し
︑世
よ
久
し
く
游
ぶ
可
き
な
り
︒何
ぞ
精
に
趣
か
ず
︑
反
て
愚
と
俱
に
あ
ら
ん
や
︒

凶
禍
⼀
た
び
⾄
ら
ば
︑
⼤
灾
を
被
む
る
な
り
︒
其
の
真
朴
を
棄
つ
れ
ば
︑
反
て
⼟
灰
と
成
る
な
り
︒
賢
者
書

を
⾒
て
之
を
誡
む
︒ 

 

︻
訳
︼ 

 
 

 

虚
無
と
⾃
然
は
道
を
⽬
指
し
︑
︵
⼈
々
に
︶
必
ず
戒
め
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と 

 

虚
無
と
は
内
側
が
実
で
あ
り
つ
つ
外
側
は
虚
で
あ
り
︑有
に
し
て
無
の
よ
う
で
あ
る
︒そ
れ
は
︑か
の
⺟

胎
に
回
帰
し
て
道
と
共
に
あ
る
︒こ
れ
は
た
だ
か
の
⼼
を
存
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
り
︑⽼
君
の
神
慮
に
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か
か
ỵ
て
い
る
︒そ
れ
は
や
が
て
神
室
と
な
り
︑道
と
共
に
あ
る
虚
を
結
集
す
る
︒そ
れ
ら
は
た
だ
気
と
戯

れ
る
ば
か
り
で
︑そ
れ
ゆ
え
に
虚
無
な
の
で
あ
る
︒そ
れ
は
気
と
神
に
在
り
︑そ
の
ほ
か
は
全
く
何
も
な
い
︒

⼼
を
主
と
す
る
ゆ
え
に
︑邪
が
な
い
こ
と
が
可
能
な
の
だ
︒詳
細
に
そ
の
主
旨
を
考
究
し
︑真
な
る
書
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
︒
こ
れ
を
⼿
に
す
れ
ば
道
へ
⾄
り
︑
幾
世
に
も
わ
た
り
と
こ
し
え
に
︵
天
地
の
間
を
︶
逍

遥
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
︒ど
う
し
て
こ
う
し
た
精
妙
な
あ
り
⽅
に
向
か
う
こ
と
な
く
︑逆
に
愚
者
と
共
に

あ
ろ
う
と
す
る
の
か
︒災
い
が
⼀
た
び
⾄
る
な
ら
ば
︑そ
れ
は
⼤
き
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
と
な
ろ
う
︒か

の
純
真
な
無
垢
の
状
態
を
打
ち
捨
て
れ
ば
︑か
え
ỵ
て
⼟
く
れ
と
成
ỵ
て
し
ま
う
こ
と
だ
ろ
う
︒︵
そ
こ
で
︶

賢
者
は
書
を
⾒
て
こ
れ
を
戒
め
と
す
る
の
だ
︒ 

 

︻
注
︼ 

○
胞
胎 

 

葛
洪
﹃
抱
朴
⼦
﹄
釋
滯
﹁
得
胎
息
者
︑
能
不
以
⿐
⼝
噓
吸
︑
如
在
胞
胎
之
中
︑
則
道
成
矣
︒
﹂ 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
⼄
部
卷
⼆
﹁
胞
胎
及
未
成
⼈
⽽
死
者
︑
謂
之
無
辜
承
負
先
⼈
之
過
︒
﹂ 

 
 

 ○
⿓
慮 

 

﹃
史
記
﹄
⽼
⼦
韓
⾮
列
傳
﹁
孔
⼦
去
︑
謂
弟
⼦
⽈
︑
⁝
⁝
⾄
於
⿓
吾
不
能
知
︑
其
乘
⾵
雲
⽽
上
天
︒
吾
今

⽇
⾒
⽼
⼦
︑
其
猶
⿓
邪
︒
﹂ 

 

○
神
室 

 

彭
暁﹃
周
易
參
同
契
分
章
通
真
義
﹄卷
中
・
類
如
雞
⼦
章
第
六
⼗
四﹁
凡
修
⾦
液
還
丹
有
壇
︑壇
上
有
爐
︑

爐
上
有
電
︑
電
中
有
⿍
︑
⿍
中
有
神
室
︑
神
室
中
有
⾦
⽔
也
︒
神
室
象
雞
⼦
︑
⾦
⽔
亦
如
之
︒
﹂ 

 

〇
氣
︑
神 

 

﹃
太
平
經
合
校
﹄
四
⾏
本
末
訣
第
五
⼗
⼋
﹁
凡
事
⼈
神
者
︑
皆
受
之
於
天
氣
︑
天
氣
者
受
之
於
元
氣
︒
神

者
乘
氣
⽽
⾏
︑
故
⼈
有
氣
則
有
神
︑
有
神
則
有
氣
︑
神
去
則
氣
絕
︑
氣
亡
則
神
去
︒
故
無
神
亦
死
︑
無
氣

亦
死
︒
﹂ 

 

○
真
朴 

 

﹃
⽼
⼦
﹄
第
⼆
⼗
⼋
章
﹁
知
其
榮
︑
守
其
辱
︑
為
天
下
⾕
︒
為
天
下
⾕
︑
常
德
乃
⾜
︑
復
歸
於
樸
︒
樸
散

則
為
器
︑
聖
⼈
⽤
之
︑
則
為
官
⻑
︑
故
⼤
制
不
割
︒
﹂ 

  

︻
原
⽂
︼ 

 

無
爲
者
︑
無
不
爲
也
︒
乃
與
道
連
︑
出
嬰
兒
前
︑
⼊
無
間
︑
到
於
太
初
︑
乃
返
還
也
︒
天
地
初
起
︑
隂
陽

源
也
︒
⼊
無
爲
之
術
︑
⾝
可
完
也
︒
去
本
來
末
︑
道
之
患
也
︒
離
其
太
初
︑
難
得
完
也
︒
去
⽣
已
遠
︑
就
死

⾨
也
︒
好
爲
俗
學
︑
傷
魂
神
也
︒
守
⼆
忘
⼀
︑
失
其
相
也
︒
可
不
戒
之
︑
道
之
元
也
︒
⼦
專
守
⼀
︑
仁
賢
源
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也
︒
天
道
⾏
⼀
︑
故
完
全
也
︒
地
道
⾏
⼆
︑
與
⻤
爲
鄰
也
︒
審
知
無
爲
︑
與
其
道
最
神
也
︒
詳
思
其
事
︑
真

⼈
先
也
︒
閉
⼦
之
⾦
關
︑
無
令
出
⾨
也
︒
寂
無
聲
︑
⻑
精
神
︒
神
氣
已
畢
仙
道
⾨
︑
易
哉
⼤
道
不
復
煩
︒
天

道
無
親
︑
歸
仁
賢
也
︒ 

 

︻
校
勘
︼ 

 

⼊
無
間
⽇
太
平
経
作
﹁
⼊
無
間
也
﹂
︒ 

 

乃
返
還
也
⽇
太
平
経
作
﹁
及
反
還
也
﹂
︒ 

 

好
爲
俗
學
⽇
太
平
経
作
﹁
好
為
俗
事
﹂
︒ 

 

可
不
戒
之
⽇
太
平
経
作
﹁
可
不
誡
哉
﹂
︒ 

 

與
⻤
爲
鄰
也
⽇
太
平
経
作
﹁
與
⻤
神
鄰
也
﹂
︒ 

 

無
令
出
⾨
也
⽇
太
平
経
作
﹁
⽏
令
出
⾨
也
﹂
︒ 

 

⻑
精
神
⽇
太
平
経
作
﹁
⻑
精
神
也
﹂
︒ 

 

神
氣
已
畢
仙
道
⾨
⽇
太
平
経
作
﹁
神
氣
已
畢
︑
仙
道
之
⾨
也
﹂
︒ 

 

易
哉
⼤
道
不
復
煩
⽇
太
平
経
作
﹁
易
哉
⼤
道
︑
不
復
煩
也
﹂
︒ 

 

天
道
無
親
⽇
太
平
経
作
﹁
天
道
無
有
親
﹂
︒ 

 

⼀
根
萬
枝
︑
不
無
有
神
⽇
太
平
経
作
﹁
⼀
根
萬
枝
無
有
神
﹂
︒ 

 

俱
相
混
沌
出
妙
⾨
⽇
太
平
経
作
﹁
俱
祖
混
沌
出
妙
⾨
﹂
︒
従
経
︒ 

 

︻
訓
︼ 

 

無
爲
は
︑
爲
さ
ざ
る
無
き
な
り
︒
乃
ち
道
と
連
な
り
︑
嬰
兒
の
前
に
出
で
て
︑
無
間
に
⼊
り
て
︑
太
初
に

到
り
︑乃
ち
返
還
す
る
な
り
︒天
地
初
め
て
起
き
る
は
︑隂
陽
の
源
な
り
︒無
爲
の
術
に
⼊
る
れ
ば
︑⾝ 

完

か
る
可
き
な
り
︒
本
を
去
り
て
末
に
來
る
は
︑
道
の
患
な
り
︒
其
の
太
初
を
離
る
れ
ば
︑
完
き
を
得
る
こ
と

難
き
な
り
︒
⽣
を
去
る
こ
と
已
に
遠
け
れ
ば
︑
死
⾨
に
就
く
な
り
︒
好
み
て
俗
學
を
爲
せ
ば
︑
魂
神
を
傷
る

な
り
︒
⼆
を
守
り
て
⼀
を
忘
る
れ
ば
︑
其
の
相
を
失
ふ
な
り
︒
之
を
戒
ま
ざ
る
べ
け
ん
や
︑
道
の
元
な
り
︒

⼦
專
ら
⼀
を
守
る
は
︑
仁
賢
の
源
な
り
︒
天
道 

⼀
を
⾏
ふ
︑
故
に
完
全
な
り
︒
地
道 

⼆
を
⾏
ふ
︑
⻤
と
鄰

り
と
爲
る
な
り
︒
審
ら
に
無
爲
を
知
ら
ば
︑
其
の
道
と
最
も
神
な
り
︒
詳
ら
か
に
其
の
事
を
思
は
ば
︑
真
⼈

の
先
な
ら
ん
︒
⼦
の
⾦
關
を
閉
じ
︑
⾨
よ
り
出
で
令
む
る
こ
と
無
か
れ
︒
寂
と
し
て
無
聲
に
し
て
︑
精
神
を

⻑
ず
︒神
氣
已
に
畢
れ
ば
仙
道
の
⾨
︑易
し
き
か
な
⼤
道
復
た
煩
な
ら
ず
︒天
道
親
無
く
し
て
仁
賢
に
歸
す

る
な
り
︒ 

 

⾃
然
の
法
︑
乃
ち
道
と
連
な
り
︑
之
を
守
ら
ば
則
ち
吉
︑
之
を
失
は
ば
患
有
り
︒
⽐
す
る
に
萬
物
⽣
じ
て

⾃
ら
完
し
︑⼀
根
に
萬
枝
あ
る
が
若
く
︑神
有
る
無
か
ら
ず
︒詳
ら
か
に
其
の
意
を
思
へ
ば
道
⾃
ら
陳
ぶ
︒

俱
に
混
沌
を
祖
と
し
て
妙
⾨
を
出
で
︑
無
增
無
減
に
し
て
⁝
⁝ 

 

︻
訳
︼ 

 

無
為
は
︑
全
て
を
成
し
遂
げ
る
︒
こ
れ
は
道
と
つ
な
が
ỵ
て
お
り
︑
嬰
児
︵
の
よ
う
な
完
全
な
状
態
︶
以

前
の
姿
を
取
ỵ
た
り
︑隙
間
の
な
い
と
こ
ろ
に
出
⼊
り
し
た
り
し
て
︑太
初
に
到
達
す
る
︒こ
れ
が︵
道
に
︶
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帰
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
天
地
の
始
ま
り
は
︑
陰
陽
の
源
で
あ
る
︒
無
為
の
術
に
到
達
す
れ
ば
︑
そ
の
⾝

を
⻑
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒本
源
か
ら
離
れ
て
末
節
に
向
か
う
の
は
︑道
か
ら
⾒
れ
ば
憂
患
で
あ
る
︒か

の
太
初
を
離
れ
て
し
ま
う
と
︑そ
の
⾝
を
⻑
ら
え
る
こ
と
は
難
し
い
︒⽣
か
ら
は
る
か
に
遠
ざ
か
ỵ
て
し
ま

う
と
︑
死
の
⾨
に
た
ど
り
着
く
︒
世
俗
の
学
を
好
ん
で
学
べ
ば
︑
霊
魂
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
︒
⼆
を
守
ỵ

て
⼀
を
忘
れ
れ
ば
︑
そ
の
︵
か
り
そ
め
の
︶
相
︵
で
あ
る
⾁
⾝
︶
を
失
う
だ
ろ
う
︒
︵
だ
か
ら
︑
︶
こ
れ
を

戒
め
な
い
わ
け
に
ゆ
こ
う
か
︑そ
れ
は
道
の
⼤
本
で
あ
れ
ば
︒あ
な
た
が
⼀
を
守
る
の
に
専
念
す
る
の
は
︑

仁
と
賢
明
さ
の
源
で
あ
る
︒
天
道
は
⼀
を
⾏
う
が
た
め
に
︑
完
全
な
の
だ
︒
地
道
は
⼆
を
⾏
い
︑
幽
⻤
と
共

に
あ
る
︒詳
細
に
無
為
を
理
解
し
た
ら
︑か
の
道
と
共
に
あ
ỵ
て
最
も
神
妙
な
存
在
と
な
ろ
う
︒細
か
く
そ

の
こ
と
を
考
え
て
み
る
な
ら
ば
︑真
⼈
に
先
⽴
つ
者
と
な
ろ
う
︒あ
な
た
の
重
要
な
関
所︵
で
あ
る
感
覚
器

官
︶
を
閉
じ
︑
︵
精
と
神
を
︶
そ
の
⾨
︵
で
あ
る
感
覚
器
官
︶
よ
り
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
︒
寂
然
と
し
て

⾳
も
⽴
て
ず
に
︑精
と
神
を
養
う
の
だ
︒神
気
を
漏
ら
さ
な
い
こ
と
が
成
し
遂
げ
ら
れ
れ
ば
そ
れ
こ
そ
が
仙

道
の
⾨
で
あ
る
︒何
と
容
易
で
あ
ろ
う
か
︑⼤
道
は
ま
た
煩
瑣
な
も
の
で
は
な
い
︒天
道
は
誰
か
を
不
当
に

寵
愛
す
る
こ
と
な
く
︑
仁
者
と
賢
者
の
も
と
に
訪
れ
る
の
で
あ
る
︒ 

 

︻
注
︼ 

○
無
爲
者
︑
無
不
爲
也
︒ 

 

﹃
⽼
⼦
﹄第
三
⼗
七
章﹁
道
常
無
為
⽽
無
不
為
︒﹂第
四
⼗
⼋
章﹁
為
學
⽇
益
︑為
道
⽇
損
︒損
之
⼜
損
︑

以
⾄
於
無
為
︒
無
為
⽽
無
不
為
︒
﹂ 

 

○
嬰
兒 

 

﹃
⽼
⼦
﹄
第
⼗
章
﹁
載
營
魄
抱
⼀
︑
能
無
離
乎
︒
專
氣
致
柔
︑
能
嬰
兒
乎
︒
﹂
第
⼆
⼗
章
﹁
我
獨
怕
兮
其

未
兆
︒
如
嬰
兒
之
未
孩
︒
儽
儽
兮
若
無
所
歸
︒
衆
⼈
皆
有
餘
︑
⽽
我
獨
若
遺
︒
﹂
第
⼆
⼗
⼋
章
﹁
知
其
雄
︑

守
其
雌
︑
為
天
下
谿
︒
為
天
下
谿
︑
常
德
不
離
︑
復
歸
於
嬰
兒
︒
﹂ 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
に
は
六
例
あ
り
︒ 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
丁
部
卷
四
﹁
故
反
嬰
兒
則
無
凶
︑
⽼
還
反
少
與
道
通
︒
﹂ 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
戊
部
卷
五
﹁
先
以
安
形
︑
始
為
之
︑
如
嬰
兒
之
遊
︑
不
⽤
筋
⼒
︑
但
⽤
善
意
︒
詳
念
先
⼈

獨
壽
︑
其
治
獨
意
︑
以
何
得
之
︒
但
以
⾄
道
︑
繩
邪
去
姦
︑
此
若
神
矣
︒
﹂ 

 

○
無
閒 

 

﹃
⽼
⼦
﹄
第
四
⼗
三
章
﹁
天
下
之
⾄
柔
︑
馳
騁
天
下
之
⾄
堅
︒
無
有
⼊
無
閒
︑
吾
是
知
無
爲
之
有
益
︒
﹂ 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄丙
部
卷
三﹁
故
上
⼠
修
道
︑先
當
⾷
炁
︑是
欲
與
元
炁
和
合
︑當
茅
室
齋
戒
︑不
睹
邪
惡
︑

⽇
鍊
其
形
︑
無
奪
其
欲
︑
能
出
⼊
無
間
︑
上
助
仙
真
元
炁
天
治
也
︒
是
為
神
⼠
︑
為
天
之
吏
也
︒
﹂ 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
庚
部
卷
七
﹁
道
者
︑
乃
皇
天
之
所
取
法
也
︒
最
善
之
稱
︑
冠
無
上
︑
包
無
裹
︑
出
無
間
︑

⼊
無
孔
︑
天
下
凡
事
之
師
也
︒
﹂ 

 

○
太
初 



 5 

 
﹃
列
⼦
﹄
天
瑞
﹁
⼦
列
⼦
⽈
︑
昔
者
聖
⼈
因
陰
陽
以
統
天
地
︒
夫
有
形
者
⽣
於
⽆
形
︑
則
天
地
安
從
⽣
︒

故
⽈
︑
有
太
易
︑
有
太
初
︑
有
太
始
︑
有
太
素
︒
太
易
者
︑
未
⾒
氣
也
︒
太
初
者
︑
氣
之
始
也
︒
太
始
者
︑

形
之
始
也
︒
太
素
者
︑
質
之
始
也
︒
氣
形
質
具
⽽
未
相
離
︑
故
⽈
渾
淪
︒
﹂ 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
丁
部
卷
四
﹁
上
古
之
時
︑
有
智
慮
無
所
不
照
︑
無
所
不
⾒
︑
受
神
明
之
道
︑
昭
然
可
知
︑

亦
⾃
有
法
度
︑
不
失
其
常
︒
從
太
初
已
來
︑
歷
有
⻑
短
︑
甚
深
要
妙
︒
﹂ 

 

〇
俗
學 

﹃
太
平
経
﹄
は
﹁
俗
事
﹂
に
作
る
︒ 

 

﹃
荘
⼦
﹄
繕
性
﹁
繕
性
於
俗
︑
俗
學
以
求
復
其
初
︑
滑
欲
於
俗
︑
思
以
求
致
其
明
︑
謂
之
蔽
蒙
之
⺠
︒
﹂ 

 

続
古
逸
叢
書
本
・
道
蔵
本
﹃
注
疏
﹄
に
よ
る
︒
た
だ
し
︑
王
先
謙
本
等
は
︑
﹁
俗
學
﹂
の
﹁
俗
﹂
を

衍
字
と
す
る
︒ 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
戊
部
卷
五
﹁
不
樂
久
存
者
︑
宜
就
俗
事
︑
但
樂
⽌
其
⾝
⽽
已
︒
﹂ 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
⼰
部
卷
六
﹁
或
久
久
乃
能
⼊
室
⽽
度
世
︑
不
復
譽
於
俗
事
︒
﹂ 

 

〇
魂
神 

 

﹃
後
漢
書
﹄
列
⼥
傳
・
董
祀
妻
﹁
登
⾼
遠
眺
望
︑
魂
神
忽
⾶
逝
︒
﹂ 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
戊
部
卷
五
﹁
形
若
死
灰
守
魂
神
︑
魂
神
不
去
乃
⻑
存
︒
﹂ 

 

〇
守
⼆
忘
⼀ 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
⼄
部
卷
⼆
﹁
守
⼀
者
︑
天
神
助
之
︒
守
⼆
者
︑
地
神
助
之
︒
守
三
者
︑
⼈
⻤
助
之
︒
四
五

者
︑
物
祐
助
之
︒
故
守
⼀
者
延
命
︑
⼆
者
與
凶
為
期
︑
三
者
為
亂
治
︑
守
四
五
者
禍
⽇
來
︒
﹂ 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
癸
部
卷
⼗
﹁
謂
⼊
神
之
路
也
︑
守
三
不
如
守
⼆
︑
守
⼆
不
如
守
⼀
︒
深
思
此
⾔
︑
得
道
探

奧
矣
︒
﹂ 

 

○
相 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
癸
部
卷
⼗
﹁
道
之
⽣
⼈
︑
本
皆
精
氣
也
︑
皆
有
神
也
︒
假
相
名
為
⼈
︒
﹂ 

 

〇
守
⼀ 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
⼄
部
卷
⼆
﹁
夫
⼀
者
︑
乃
道
之
根
也
︑
氣
之
始
也
︑
命
之
所
擊
屬
︑
眾
⼼
之
主
也
︒
當
欲

知
其
實
︑
在
中
央
為
根
︑
命
之
府
也
︒
故
當
深
知
之
︑
歸
仁
歸
賢
使
之
⾏
︒
⼈
之
根
處
內
︑
枝
葉
在
外
︑
令

守
⼀
︑
皆
使
還
其
外
︑
急
使
治
其
內
︑
追
其
遠
︑
治
其
近
︒
﹂ 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
壬
部
卷
九
﹁
問
⽈
︑
﹃
古
今
要
道
︑
皆
⾔
守
⼀
可
⻑
存
⽽
不
⽼
︒
﹄
﹃
⼈
知
守
⼀
︑
名
為

無
極
之
道
︒
⼈
有
⼀
⾝
︑
與
精
神
常
合
并
也
︒
形
者
乃
主
死
︑
精
神
者
乃
主
⽣
︑
常
合
即
吉
︑
去
則
凶
︒
無

精
神
則
死
︑
有
精
神
則
⽣
︑
常
合
即
為
⼀
︑
可
以
⻑
存
也
︑
常
患
精
神
離
散
︑
不
聚
於
⾝
中
︑
反
令
使
隨
⼈

念
⽽
遊
⾏
也
︒
故
聖
⼈
教
其
守
⼀
︑
⾔
當
守
⼀
⾝
也
︒
念
⽽
不
休
︑
精
神
⾃
來
︑
莫
不
相
應
︑
百
病
⾃
除
︑

此
即
⻑
⽣
久
視
之
符
也
︒
﹄
﹂ 
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﹃
太
平
經
﹄
卷
三
⼗
七
・
五
事
解
承
負
法
第
四
⼗
⼋
﹁
以
何
為
初
︑
以
思
守
⼀
︑
何
也
︒
⼀
者
︑
數
之
始

也
︒
⼀
者
︑
⽣
之
道
也
︒
⼀
者
︑
元
氣
所
起
也
︒
⼀
者
︑
天
之
綱
紀
也
︒
故
使
守
思
⼀
︑
從
上
更
下
也
︒
夫

萬
物
凡
事
過
於
⼤
︑
末
不
反
本
者
︑
殊
迷
不
解
︑
故
更
反
本
也
︒
﹂ 

 

○
為
鄰 

﹃
太
平
経
﹄
は
﹁
為
﹂
字
な
し
︒ 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
⼄
部
卷
⼆
﹁
能
通
神
明
︑
有
以
道
為
鄰
︒
﹂
﹁
神
⼈
⽈
︑
决
之
於
明
師
︑
⾏
之
於
⾝
︑
⾝

變
形
易
︑
與
神
道
同
⾨
︑
與
真
為
鄰
︑
與
神
⼈
同
戶
︒
﹂ 

 

○
真
⼈ 

﹃
太
平
経
﹄
に
は
神
⼈
↓
真
⼈
↓
仙
⼈
↓
道
⼈
の
序
列
あ
り
︒ 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
⼄
部
卷
⼆
﹁
前
古
神
⼈
治
之
︑
以
真
⼈
為
⾂
︑
以
治
其
⺠
⁝
⁝
︒
其
次
真
⼈
為
治
︑
以
仙

⼈
為
⾂
︑
⁝
⁝
︒
其
次
仙
⼈
為
治
︑
以
道
⼈
為
⾂
︑
⁝
⁝
︒
其
次
霸
治
︑
不
詳
擇
其
⾂
︑
⁝
⁝
︒
﹂ 

 

○
⾦
關 

﹃
太
平
経
﹄
は
﹁
⾦
闕
﹂
に
作
る
︒ 

 

﹃
⻩
庭
内
景
⽟
經
註
﹄卷
上 

経﹁
重
扉
⾦
關
密
樞
機
﹂梁
丘
⼦
註﹁
⾦
取
堅
剛
也
︒⽼
⼦﹇
２
７
﹈云
︑

善
閉
者
⽆
關
捷
⽽
不
可
開
︒
⾔
養
⽣
者
︑
善
守
精
神
︑
不
妄
洩
也
︒
﹂ 

 

﹃
淮
南
⼦
﹄本
経
訓
﹁
精
泄
於
⽬
︑
則
其
視
明
︒
在
於
⽿
︑
則
其
聽
聰
︒
留
於
⼝
︑
則
其
⾔
當
︒
集
於
⼼
︑

則
其
慮
通
︒
故
閉
四
關
則
⾝
無
患
︑
百
節
莫
苑
︑
莫
死
莫
⽣
︑
莫
虛
莫
盈
︑
是
謂
真
⼈
︒
﹂
主
術
訓
﹁
夫

⽬
妄
視
則
淫
︑
⽿
妄
聽
則
惑
︑
⼝
妄
⾔
則
亂
︒
夫
三
關
者
︑
不
可
不
慎
守
也
︒
﹂ 

 

〇
神
氣 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
癸
部
卷
⼗
﹁
愚
⼈
不
知
還
全
其
神
氣
︑
故
失
道
也
︒
能
還
反
其
神
氣
︑
即
終
天
年
︑
或
增

倍
者
︑
皆
⾼
才
︒
﹂ 

 

○
天
道
無
親 

 

﹃
⽼
⼦
﹄
第
七
⼗
九
章
﹁
天
道
無
親
︑
常
與
善
⼈
︒
﹂ 

  

︻
原
⽂
︼ 

 

⾃
然
之
法
︑
乃
與
道
連
︑
守
之
則
吉
︑
失
之
有
患
︒
⽐
若
萬
物
⽣
⾃
完
︑
⼀
根
萬
枝
︑
不
無
有
神
︒
詳
思

其
意
道
⾃
陳
︒
俱
相
混
沌
出
妙
⾨
︑
無
增
無
減
守
⾃
然
︒
凡
萬
物
⽣
⾃
有
神
︑
千
⼋
百
息
⼈
爲
尊
︑
故
可
不

死
⽽
⻑
仙
︑
所
以
早
終
失
⾃
然
︑
禽
獸
尚
度
況
⼈
焉
︒
愚
者
賤
道
︑
下
與
地
連
︑
仁
賢
貴
道
︑
忽
上
天
⾨
︑

神
道
不
死
︑
⻤
神
終
焉
︒
⼦
欲
爲
之
︑
如
環
無
端
︑
愼
無
⼊
有
︑
⾃
益
⾝
患
︑
亦
無
妄
去
︑
令
⼈
死
焉
︒
天

地
之
性
︑
獨
貴
⾃
然
︑
各
順
其
事
︑
無
敢
逆
焉
︒
道
興
無
爲
︑
虚
無
⾃
然
︑
⾼
⼠
樂
之
︑
下
⼠
忽
焉
︒
詳
學

知
師
︑
亦
無
忌
⾔
︑
有
師
明
道
︑
無
師
難
傳
︒
學
不
師
訣
︑
君
⼦
不
⾔
︑
妄
作
則
亂
⽂
︑
⾝
⾃
凶
焉
︒
道
已

畢
備
︑
便
成
⾃
然
︒ 
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︻
校
勘
︼ 

 
⼀
根
萬
枝
︑
不
無
有
神
⽇
太
平
経
作
﹁
⼀
根
萬
枝
無
有
神
﹂
︒ 

 

俱
相
混
沌
出
妙
⾨
⽇
太
平
経
作
﹁
俱
祖
混
沌
出
妙
⾨
﹂
︒
従
経
︒ 

 

所
以
早
終
失
⾃
然
⽇
太
平
経
作
﹁
所
以
蚤
終
失
⾃
然
﹂
︒ 

 

愚
者
賤
道
⽇
太
平
経
作
﹁
愚
者
賤
道
志
﹂
︒ 

 

⻤
神
終
焉
⽇
太
平
経
作
﹁
⻤
道
終
焉
﹂
︒ 

 

愼
無
⼊
有
⽇
太
平
経
作
﹁
愼
⽏
有
奇
﹂
︒ 

 

亦
無
妄
去
⽇
太
平
経
作
﹁
亦
⽏
妄
去
﹂
︒ 

 

無
敢
逆
焉
⽇
太
平
経
作
﹁
⽏
敢
逆
焉
﹂
︒ 

 

下
⼠
忽
焉
⽇
太
平
経
作
﹁
下
⼠
恚
焉
﹂
︒ 

 

詳
學
知
師
⽇
太
平
経
作
﹁
詳
學
於
師
﹂
︒
従
経
︒ 

 

亦
無
忌
⾔
⽇
太
平
経
作
﹁
亦
⽏
妄
⾔
﹂
︒ 

 

有
師
明
道
⽇
太
平
経
作
﹁
有
師
道
明
﹂
︒ 

 

︻
訓
︼ 

 

⾃
然
の
法
︑
乃
ち
道
と
連
な
り
︑
之
を
守
ら
ば
則
ち
吉
︑
之
を
失
は
ば
患
有
り
︒
⽐
す
る
に
萬
物
⽣
じ
て

⾃
ら
完
し
︑
⼀
根
に
萬
枝
︑
神
有
る
無
か
ら
ざ
る
が
若
し
︒
詳
ら
か
に
其
の
意
を
思
へ
ば
道
⾃
ら
陳
ぶ
︒
俱

に
混
沌
を
祖
と
し
て
妙
⾨
を
出
で
︑無
增
無
減
に
し
て
⾃
然
を
守
る
︒凡
そ
萬
物
⽣
じ
て
⾃
ら
神
有
り
︑千

⼋
百
息
す
れ
ば
︑⼈
尊
し
と
爲
す
︒故
に
不
死
に
し
て
⻑
仙
た
る
可
し
︑早
く
終
る
は
⾃
然
を
失
ふ
所
以
な

り
︒
禽
獸
す
ら
尚
ほ
度
す
︑
況
ん
や
⼈
を
や
︒
愚
者 

道
を
賤
し
み
︑
下
り
て
地
と
連
な
り
︑
仁
賢 

道
を
貴

び
︑
忽
ち
天
⾨
に
上
る
︑
神
道
は
死
せ
ず
︑
⻤
道
は
終
焉
す
︒
⼦ 

之
を
爲
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
︑
環
の
如
く

端
無
く
︑
愼
み
て
有
に
⼊
る
こ
と
無
か
れ
︑
⾃
ら
⾝
患
を
益
さ
ん
︒
亦
た
妄
去
す
る
こ
と
無
か
れ
︑
⼈
を
し

て
死
せ
令
め
ん
︒
天
地
の
性
︑
獨
り
⾃
然
を
貴
ぶ
の
み
︑
各
お
の
其
の
事
に
順
ひ
︑
敢
て
焉
に
逆
ら
ふ
こ
と

無
し
︒
道
は
無
爲
を
興
し
︑
虚
無
⾃
然
に
し
て
︑
⾼
⼠ 

之
を
樂
し
み
︑
下
⼠ 

焉
を
忽
か
に
す
︒
詳
ら
か
に

師
に
學
べ
は
︑
亦
た
忌
⾔
無
か
ら
ん
︒
師
有
ら
ば
道
を
明
ら
か
に
し
︑
師
無
く
ん
ば
傳
ふ
る
こ
と
難
し
︒
學

び
て
師
訣
な
ら
ず
︑
君
⼦
は
⾔
は
ず
︑
妄
り
に
作
れ
ば
則
ち
⽂
を
亂
し
︑
⾝
⾃
ら
凶
な
ら
ん
︒
道
已
に
畢
く

備
は
れ
ば
︑
便
ち
⾃
然
を
成
さ
ん
︒ 

 

︻
訳
︼ 

 

⾃
然
の
法
は
道
と
つ
な
が
ỵ
て
お
り
︑こ
れ
に
従
え
ば
幸
運
が
訪
れ
︑こ
れ
か
ら
離
れ
れ
ば
災
い
が
起
き

る
︒そ
れ
は
あ
た
か
も
︑あ
ら
ゆ
る
も
の
が
⽣
ま
れ
て
そ
れ
⾃
⾝
で
完
結
し
⽋
け
た
と
こ
ろ
が
な
く
︑ま
た
︑

⼀
本
の
根
に
無
数
の
枝
が
⽣
え
る
の
も
︑
神
妙
な
る
は
た
ら
き
に
よ
る
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
よ
う
な
も
の

で
あ
る
︒詳
細
に
そ
の
道
理
を
考
究
し
て
み
れ
ば
︑道
は
お
の
ず
と
明
ら
か
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
︒そ
れ
は

混
沌
を
⼤
本
と
し
︑霊
妙
な
る
⾨
か
ら
現
れ
︑増
え
る
こ
と
も
減
る
こ
と
も
な
く
⾃
然
の
あ
り
⽅
を
堅
持
し

て
い
る
︒
お
よ
そ
万
物
が
⽣
ま
れ
れ
ば
︵
そ
こ
に
は
︶
⾃
ら
神
が
備
わ
る
︑︵
中
で
も
︶
千
⼋
百
回
も
の
息

を
す
る
⼈
は
最
も
尊
い
存
在
で
あ
る
︵
？
︶
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
死
ぬ
こ
と
な
く
︑
と
こ
し
え
に
⽣
き
る
仙
⼈
に
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な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
︑だ
か
ら
︑早
逝
す
る
者
は
⾃
然
の
あ
り
⽅
を
失
ỵ
て
い
る
の
で
あ
る
︒⿃

や
獣
で
す
ら
救
済
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
︑ま
し
て
や
⼈
に
つ
い
て
は
⾔
う
ま
で
も
な
い
︒愚
者
は
道
を
卑

し
み
︑︵
死
後
︶
下
降
し
て
地
下
へ
と
向
か
う
が
︑
仁
者
や
賢
者
は
道
を
貴
び
︑
す
ぐ
さ
ま
天
⾨
を
上
ỵ
て

い
く
︒︵
こ
う
し
た
︶
測
り
知
れ
ぬ
あ
り
⽅
は
滅
び
る
こ
と
な
く
︑
⻤
神
た
ち
は
死
を
迎
え
る
︒
あ
な
た
が

そ
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
願
う
な
ら
ば
︑輪
の
よ
う
に
端
が
な
い
よ
う
な
状
態︵
す
な
わ
ち
︑感
覚
器
官
か

ら
精
や
神
が
漏
れ
な
い
よ
う
な
完
全
な
状
態
︶を
成
し
遂
げ
︑ゆ
め
ゆ
め
有
限
の
あ
り
⽅
に
没
⼊
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
︒
そ
れ
は
︑
我
が
⾝
の
災
厄
を
増
や
す
こ
と
に
な
ろ
う
︒
ま
た
︑
み
だ
り
に
道
の
あ
り
⽅
か

ら
離
れ
て
は
な
ら
な
い
︒そ
れ
は
︑⼈
に
死
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
︒天
地
の
性
は
た
だ
⾃
然
を
貴
ぶ
だ
け

で
︑そ
れ
ぞ
れ
⾃
分
の
す
べ
き
こ
と
に
従
事
し
て
︑そ
れ
に
逆
ら
お
う
と
は
し
な
い
︒道
は
無
為
を
な
し
︑

虚
無
に
し
て
⾃
然
で
あ
り
︑
優
れ
た
⼠
は
そ
れ
を
楽
し
み
︑
下
ら
ぬ
⼠
は
そ
れ
を
軽
視
す
る
︒
詳
し
く
︵
こ

う
し
た
道
に
つ
い
て
︶
師
か
ら
学
べ
ば
︑
包
み
隠
さ
ず
教
え
て
く
れ
よ
う
︒︵
こ
の
よ
う
に
︶
師
が
い
れ
ば

道
を
明
ら
か
に
で
き
よ
う
が
︑師
が
い
な
け
れ
ば
道
を
伝
え
る
こ
と
は
難
し
い
︒学
ん
だ
と
し
て
も
そ
れ
が

師
の
⼝
訣
に
よ
る
も
の
で
な
く
︑︵
そ
も
そ
も
︶
君
⼦
は
何
も
⾔
わ
な
い
も
の
で
あ
る
︒
勝
⼿
に
経
典
を
作

れ
ば
︵
真
の
︶
経
⽂
を
乱
す
こ
と
と
な
り
︑
お
の
ず
と
そ
の
⾝
に
災
い
を
招
く
こ
と
と
な
る
︒
道
が
完
備
す

れ
ば
︑
⾃
然
︵
の
法
︶
が
完
成
す
る
︒ 

  

︻
注
︼ 

〇
⾃
然
之
法 

 

﹃
⽼
⼦
﹄
第
⼆
⼗
五
章
﹁
⼈
法
地
︑
地
法
天
︑
天
法
道
︑
道
法
⾃
然
︒
﹂ 

 

〇
混
沌 

 

班
固
﹃
⽩
⻁
通
﹄
天
地
﹁
混
沌
相
連
︑
視
之
不
⾒
︑
聽
之
不
聞
︑
然
後
剖
判
︒
﹂ 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄丁
部
卷
四﹁
古
者
聖
⼈
之
教
帝
王
也
︑深
思
遠
慮
︑閉
其
九
戶
︑休
其
四
肢
︑使
其
混
沌
︑

⽐
若
環
無
端
︑
如
胞
中
之
⼦
⽽
無
職
事
︑
乃
能
得
其
理
︒
﹂ 

 

〇
出
妙
⾨ 

 

﹃
⽼
⼦
﹄
第
⼀
章
﹁
道
可
道
︑
⾮
常
道
︒
名
可
名
︑
⾮
常
名
︒
無
名
天
地
之
始
︒
有
名
萬
物
之
⺟
︒
故
常

無
欲
︑以
觀
其
妙
︒常
有
欲
︑以
觀
其
徼
︒此
兩
者
︑同
出
⽽
異
名
︑同
謂
之
⽞
︒⽞
之
⼜
⽞
︑衆
妙
之
⾨
︒﹂ 

 

〇
無
增
無
減 

 

﹃
列
⼦
﹄
湯
問
﹁
渤
海
之
東
不
知
幾
億
萬
⾥
︑
有
⼤
壑
焉
︑
實
惟
⽆
底
之
⾕
︑
其
下
⽆
底
︑
名
⽈
歸
墟
︒

⼋
絃
九
野
之
⽔
︑
天
漢
之
流
︑
莫
不
注
之
︑
⽽
⽆
增
⽆
減
焉
︒
﹂ 

 

〇
千
⼋
百
息 
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﹃
⻩
帝
内
経
太
索
﹄
営
五
⼗
周
﹁
⻩
帝
⽈
︑
余
願
聞
五
⼗
営
︒
岐
伯
答
⽈
︑
天
周
⼆
⼗
⼋
宿
︑
宿
三
⼗
六

分
︒
⼈
気
⾏
⼀
周
︑
⼀
千
⼋
分
︒
⽇
⾏
⼆
⼗
分
︒
⼈
経
脈
上
下
左
右
前
後
⼆
⼗
⼋
脈
︑
周
⾝
⼗
六
丈
⼆
尺
︑

以
応
⼆
⼗
⼋
宿
︒
漏
⽔
下
百
刻
以
分
昼
夜
︒
故
⼈
⼀
呼
︑
脈
再
動
気
⾏
三
⼨
︒
⼀
吸
︑
脈
亦
再
動
︑
気
⾏
三

⼨
︒呼
吸
定
息
︑気
⾏
六
⼨
︒⁝
⁝
⼀
万
三
千
五
百
息
︑気
⾏
五
⼗
営
於
⾝
︑⽔
下
百
刻
︑⽇
⾏
⼆
⼗
⼋
宿
︑

漏
⽔
皆
輩
︑
脈
終
央
︒
﹂ 

 

孫
思
邈
﹃
備
急
千
⾦
要
⽅
﹄
卷
⼋
⼗
⼀
﹁
扁
鵲
云
︑
⻩
帝
說
︑
晝
夜
漏
下
⽔
百
刻
︒
凡
⼀
刻
︑
⼈
百
三
⼗

五
息
︒
⼗
刻
⼀
千
三
百
五
⼗
息
︑
百
刻
⼀
萬
三
千
五
百
息
︒
⼈
之
居
世
︑
數
息
之
間
︒
﹂ 

 

〇
⻑
仙 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄⼄
部
卷
⼆﹁
故
天
地
不
語
⽽
⻑
存
︑其
治
獨
神
︑神
靈
不
語
⽽
⻑
仙
︑皆
以
內
明
⽽
外
闇
︑

故
為
萬
道
之
端
︒
﹂ 

 

〇
天
⾨ 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
⼰
部
卷
六
﹁
神
⼈
語
真
⼈
⾔
⽇
古
始
學
道
之
時
︑
神
遊
守
柔
以
⾃
全
︑
積
德
不
⽌
道
致

仙
︑
乘
雲
駕
⿓
⾏
天
⾨
︑
隨
天
轉
易
若
循
環
︒
﹂ 

 

〇
神
道 

 
 

﹃
易
﹄
観
卦
﹁
觀
天
之
神
道
︑
⽽
四
時
不
忒
︑
聖
⼈
以
神
道
設
教
︑
⽽
天
下
服
矣
︒
﹂
孔
穎
達
疏
﹁
微

妙
無
⽅
︑
理
不
可
知
︑
⽬
不
可
⾒
︑
不
知
所
以
然
⽽
然
︑
謂
之
神
道
︒
﹂ 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
⼄
部
卷
⼆
﹁
神
⼈
⽈
︑
决
之
於
明
師
︑
⾏
之
於
⾝
︑
⾝
變
形
易
︑
與
神
道
同
⾨
︑
與
真
為

鄰
︑
與
神
⼈
同
戶
︒
﹂ 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
丙
部
卷
三
﹁
若
此
︑
夫
⼈
⽣
受
命
之
時
︑
與
天
地
分
⾝
︑
抱
元
氣
於
⾃
然
︑
不
飲
不
⾷
︑

呼
吸
陰
陽
氣
⽽
活
︑
不
知
飢
渴
︑
久
久
離
神
道
遠
︑
漸
失
根
本
︒
﹂ 

 

〇
⻤
神 

﹃
太
平
経
﹄
は
﹁
⻤
道
﹂
に
作
る
︒ 

 

﹃
三
國
志
﹄
魏
志
・
張
魯
傳
﹁
魯
遂
據
漢
中
︑
以
⻤
道
教
⺠
︑
⾃
號
師
君
︒
﹂ 

 

〇
⾼
⼠ 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
甲
部
卷
⼀
﹁
⾄
⼠
⾼
⼠
︑
智
慧
明
達
︑
了
然
無
疑
︑
勤
加
精
進
︑
存
習
帝
訓
︑
憶
識
⼤

神
君
之
輔
相
︑
皆
無
敢
忘
︒
聖
君
明
輔
靈
官
︑
祐
⼈
⾃
得
不
死
︑
永
為
種
⺠
︑
升
為
仙
真
之
官
︑
遂
登
後

聖
之
位
矣
︒
﹂ 

 

〇
下
⼠ 
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﹃
⽼
⼦
﹄
第
四
⼗
⼀
章
﹁
上
⼠
聞
道
︑
勤
⽽
⾏
之
︒
中
⼠
聞
道
︑
若
存
若
亡
︒
下
⼠
聞
道
︑
⼤
笑

之
︒
﹂ 

 

〇
忌
⾔ 

﹃
太
平
経
﹄
は
﹁
妄
⾔
﹂
に
作
る
︒ 

 

何
晏
﹃
論
語
集
解
義
疏
﹄
卷
⼀ 

梁
・
皇
侃
義
疏
﹁
然
朋
疎
⽽
友
親
︑
朋
⾄
既
樂
友
⾄
︑
故
忌
⾔
︒
﹂ 

 

﹃
太
上
洞
房
內
經
註
﹄
序
﹁
存
洞
房
︑
慎
吾
所
忌
⾔
︒
﹂ 

 

〇
學
不
師
訣 

 

﹃
太
平
經
合
校
﹄
卷
七
⼗
戊
部
之
⼆
・
學
者
得
失
訣
第
⼀
百
六
﹁
讀
書
⾒
其
意
︑
⽽
守
師
求
⾒
訣
⽰
解

者
︑
是
也
︒
讀
書
不
師
訣
︑
反
⾃
⾔
深
獨
知
之
者
︑
⾮
也
︑
內
失
⼤
道
指
意
也
︒
﹂ 

 

〇
君
⼦
不
⾔ 

 

﹃
⽼
⼦
﹄
第
⼆
章
﹁
是
以
聖
⼈
處
無
為
之
事
︑
⾏
不
⾔
之
教
︒
﹂
第
五
⼗
六
章
﹁
知
者
不
⾔
︑
⾔
者
不

知
︒
﹂ 

 

〇
君
⼦
不
⾔
︑
妄
作
則
亂 

 

﹃
太
平
經
合
校
﹄
卷
七
⼗
⼀
戊
部
之
三
・
真
道
九
⾸
得
失
⽂
訣
第
⼀
百
七
﹁
故
凡
學
者
︑
迺
須
得
明

師
︑
不
得
明
師
︑
失
路
矣
︒
故
師
師
相
傳
︑
迺
堅
於
⾦
⽯
︑
不
以
師
傳
之
︑
名
為
妄
作
︑
則
致
兇
邪
矣
︒

真
⼈
慎
之
慎
之
︒
﹂ 


